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県立岡山朝日高校は、今年創立１５０周年を迎えました。 

卒業生の文学者をお招きし、「文学の集い」を開催します！ 

 

 県立岡山朝日高等学校では、創立１５０周年を記念して、「文学の集い」を開催します。 

お招きするのは、本校の卒業生で小説家の小川洋子氏（昭和５５年卒）、俳人の岩田由美

氏（昭和５５年卒）、歌人の大森静佳氏（平成２０年卒）のお三方です。 

まず、「文学に親しむきっかけ」や「様々な文学表現について」等をテーマに、三氏によ

る座談会を行います。その後、参加生徒からの質問に答えていただくことを中心とした交

流会を予定しています。 

 

 

記 

 

１ 日  時  令和６年 ７月２６日（金） 

          １４：００ 開会 

     １６：００ 閉会予定 

 

２ 場  所  岡山県立図書館 ２階多目的ホール 

        （岡山市北区丸の内２－６－３０） 

 

３ 参 加 者  本校生徒 

本校保護者、卒業生 

 

４ 内  容  三氏による座談会、三氏と生徒との交流会 

 

５ そ の 他 (1)取材を希望される場合は、本校担当者へご連絡ください。 

       (2)生徒への個別取材を希望される場合は、事前に了承をお取りください。 

        

 

本校ホームページで、「創立 150 周年記念事業」 

について紹介しています。 

アドレスはこちらです。 



座談会講師紹介 
 
 

小川洋子氏（昭和５５年、本校卒業） 

      早稲田大学卒業 

      大学時代から創作活動を始め、岡山県内で勤務しながら執筆を続ける 

 1991 年 『妊娠カレンダー』で芥川賞受賞 

 2004 年 『博士の愛した数式』で本屋大賞受賞 

     100 万部を超えるベストセラーとなり、映画化・舞台化もされ大きな話題となる 

 2013 年 『ことり』で芸術選奨文部科学大臣賞 

      作品は多くの外国語に翻訳され、国際的評価が高い 

      芥川賞はじめ多くの文学賞の選考委員も務める 

 2021 年  紫綬褒章 

 2023 年  日本芸術院賞 

 
 

岩田由美氏（昭和５５年、本校卒業） 

      東京大学卒業 

      岡山県・神奈川県で高校教員として勤務、岸本尚毅氏の影響で句作を始める 

 1989 年 角川俳句賞受賞 

 2011 年 俳人協会新人賞受賞 

     句集『春望』『花束』 ほか多数 

 
 

大森静佳氏（平成２０年、本校卒業） 

      京都大学卒業 

      小川洋子氏に触発されて短歌を作り始める 高校時代から新聞への投稿を始

め、高校 3 年生で毎日歌壇賞受賞 京都大学短歌会代表 

 2010 年 角川短歌賞受賞 

 2019 年 日本歌人クラブ新人賞受賞・現代歌人協会賞受賞 

     NHK 短歌の選者を務めるほか、短歌関係のワークショップも主宰 

歌集『てのひらを燃やす』『カミーユ』 ほか多数  

 


